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よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
五
項
」
に
改
め
、同
条
第
五
項
中「
児

童
手
当
法
」
を
「
旧
児
童
手
当
法
」
に
、「
同
法
の
規
定
」
を
「
旧
児
童
手
当
法
の
規
定
」
に
、「
同
法
第
十
八
条
」
を

「
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た

旧
児
童
手
当
法
第
十
八
条
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
児
童
手
当
法
」
及
び
「
同
法
」
を
「
旧
児
童
手
当
法
」に
、

「
同
条
第
五
項
」
を
「
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有

す
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
児
童
手
当
法
」
を
「
児
童

手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
児
童

手
当
法
」
に
、「
同
法
附
則
第
七
条
第
五
項
」
を
「
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に

よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
五
項
」に
、「
同
法
第
十
八
条
第
二
項
」

を
「
旧
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
児
童
手
当
法
」
を
「
児
童
手
当
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
児
童
手
当
法
」
に
改
め

る
。第

二
十
一
条
中
「
児
童
手
当
法
」
及
び
「
同
法
」
を
「
旧
児
童
手
当
法
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
中
「
児
童
手
当
法
」
を
「
旧
児
童
手
当
法
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
第
五
十
一
条
第
三
号
又
は
第
四
号
」
を
「
第
五
十
一
条
第
四
号
又
は
第
五
号
」
に
改
め

る
。附

則
第
三
条
及
び
第
四
条
中
「
三
月
三
十
一
日
」
を
「
九
月
三
十
日
」
に
改
め
る
。

（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
三
条

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
五
十
六
の
項
中
「
子
ど
も
の
た
め
の
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」
を
「
児
童
手
当
法
」
に
、「
子
ど

も
の
た
め
の
手
当
の
支
給
に
関
す
る
事
務
」
を
「
児
童
手
当
又
は
特
例
給
付
（
同
法
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
給
付
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
支
給
に
関
す
る
事
務
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
二
十
六
の
項
中
「
子
ど
も
の
た
め
の
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」
を
「
児
童
手
当
法
」
に
、「
子
ど

も
の
た
め
の
手
当
の
支
給
に
関
す
る
情
報
」
を
「
児
童
手
当
若
し
く
は
特
例
給
付
の
支
給
に
関
す
る
情
報
」
に
、「
子

ど
も
の
た
め
の
手
当
関
係
情
報
」
を
「
児
童
手
当
関
係
情
報
」
に
改
め
、
同
表
の
三
十
の
項
中
「
子
ど
も
の
た
め
の

手
当
関
係
情
報
」
を
「
児
童
手
当
関
係
情
報
」
に
改
め
、
同
表
の
七
十
五
の
項
及
び
七
十
六
の
項
中
「
子
ど
も
の
た

め
の
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」
を
「
児
童
手
当
法
」
に
、「
子
ど
も
の
た
め
の
手
当
の
支
給
に
関
す
る
事
務
」
を

「
児
童
手
当
又
は
特
例
給
付
の
支
給
に
関
す
る
事
務
」
に
改
め
、
同
表
の
八
十
八
の
項
中
「
子
ど
も
の
た
め
の
手
当

関
係
情
報
」
を
「
児
童
手
当
関
係
情
報
」
に
改
め
る
。

（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
四
条

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
の
う
ち
住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第
一
の
七
十
一
の
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
、
同

法
別
表
第
二
の
五
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
別
表
第
三
の
七
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
改
正
規
定
、
同
法
別
表
第
四
の
四
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
別
表
第
五
第
九
号
の
次

に
六
号
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
同
表
の
次
に
一
表
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
子
ど
も
の
た
め
の
手
当
の
支
給
に
関

す
る
法
律
」
を
「
児
童
手
当
法
」
に
、「
子
ど
も
の
た
め
の
手
当
の
支
給
に
関
す
る
事
務
」
を
「
児
童
手
当
の
支
給
に

関
す
る
事
務
」
に
改
め
る
。

（
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
五
条

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
十
一
条
の
二
か
ら
第
三
十
一
条
の
四
ま
で
の
改
正
規
定
中
「
か
ら
第
三
十
一
条
の
四
ま
で
の
規
定
」
を

「
及
び
第
三
十
一
条
の
三
」
に
改
め
る
。

（
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の
実
現
に
向
け
て
新
た
な
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
講
ず
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
六
条

地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の
実
現
に
向
け
て
新
た
な
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
講
ず
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
九
条
第
十
四
号
及
び
第
十
条
第
六
号
中
「
子
ど
も
の
た
め
の
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」
を
「
児
童
手

当
法
」
に
改
め
る
。

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

国
事
行
為
臨
時
代
行
名

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

法
律
第
二
十
五
号

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
e

第
四
条
）

第
二
章

福
島
復
興
再
生
基
本
方
針
（
第
五
条
・
第
六
条
）

第
三
章

避
難
解
除
等
区
域
の
復
興
及
び
再
生
の
た
め
の
特
別
の
措
置

第
一
節

避
難
解
除
等
区
域
復
興
再
生
計
画
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
措
置
（
第
七
条
e

第
十
七
条
）

第
二
節

課
税
の
特
例
（
第
十
八
条
・
第
十
九
条
）

第
三
節

公
営
住
宅
法
の
特
例
等
（
第
二
十
条
e

第
二
十
五
条
）

第
四
章

放
射
線
に
よ
る
健
康
上
の
不
安
の
解
消
そ
の
他
の
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
生
活
環
境
の
実
現
の

た
め
の
措
置
（
第
二
十
六
条
e

第
三
十
七
条
）

第
五
章

原
子
力
災
害
か
ら
の
産
業
の
復
興
及
び
再
生
の
た
め
の
特
別
の
措
置

第
一
節

産
業
復
興
再
生
計
画
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
措
置
（
第
三
十
八
条
e

第
五
十
条
）

第
二
節

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
の
特
例
（
第
五
十
一
条
・
第
五
十
二
条
）

第
三
節

農
林
水
産
業
の
復
興
及
び
再
生
の
た
め
の
施
策
等
（
第
五
十
三
条
e

第
五
十
七
条
）

第
六
章

新
た
な
産
業
の
創
出
等
に
寄
与
す
る
取
組
の
重
点
的
な
推
進
（
第
五
十
八
条
e

第
六
十
三
条
）

第
七
章

福
島
の
復
興
及
び
再
生
に
関
す
る
施
策
の
推
進
の
た
め
に
必
要
な
措
置
（
第
六
十
四
条
e

第
六
十
九
条
）

第
八
章

原
子
力
災
害
か
ら
の
福
島
復
興
再
生
協
議
会
（
第
七
十
条
）

第
九
章

雑
則
（
第
七
十
一
条
e

第
七
十
五
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
原
子
力
災
害
に
よ
り
深
刻
か
つ
多
大
な
被
害
を
受
け
た
福
島
の
復
興
及
び
再
生
が
、
そ
の
置

か
れ
た
特
殊
な
諸
事
情
と
こ
れ
ま
で
原
子
力
政
策
を
推
進
し
て
き
た
こ
と
に
伴
う
国
の
社
会
的
な
責
任
を
踏
ま
え
て

行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
原
子
力
災
害
か
ら
の
福
島
の
復
興
及
び
再
生
の
基
本
と
な
る
福
島
復
興

再
生
基
本
方
針
の
策
定
、
避
難
解
除
等
区
域
の
復
興
及
び
再
生
の
た
め
の
特
別
の
措
置
、
原
子
力
災
害
か
ら
の
産
業

の
復
興
及
び
再
生
の
た
め
の
特
別
の
措
置
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
原
子
力
災
害
か
ら
の
福
島
の
復
興
及

び
再
生
の
推
進
を
図
り
、
も
っ
て
東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
二
条
の
基

本
理
念
に
則
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
推
進
と
活
力
あ
る
日
本
の
再
生
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
十
七
条

施
行
日
前
に
し
た
行
為
及
び
附
則
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合

に
お
け
る
施
行
日
以
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
三
十
八
条

こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め

る
。
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大
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